
配付先：安全技術応用研究会 会員各位                          安応研 2024－5 

                                                                 発行：2024年 5月 18日 

◎ 日  時：2024年 5月 17日 (金）13時 00分～16時 40分(ﾌﾞﾚｲｸｱｳﾄﾙｰﾑ 12時半∼17時) 

◎ 場  所：リモート開催（Zoom） 

◎ 出席者：22名 (法人会員 11名 10社、個人会員 11名、他 0名)  

１．開会挨拶・トピックス紹介、他 

13：00～13：10 企画運営委員長  保科 修一 氏 

  ・企画運営委員会新体制について 

  ・一般法人化に向けて現状と今後について 

２．技術講演「機械の包括的な安全基準に関する指針を読み直してみましょう   

－  メーカーが行うこと・ユーザーが行うこと」 
13：10～14：35 個人会員  福田 隆文 氏 

 概要 

・あらためて、メーカーとユーザーの双方が行うべき、リスクアセスメントとリスク低減に 

ついて考える。 

３．技術講演「災害事例をＦＴＡで解明できるか？」 

14：45～15：45 個人会員  石原 立憲 氏 

概要 

・過去に発表された災害事例に対するＦＴＡの適用を説明し、プレス機で発生した事例を題 

材に、災害解明について考える 

４．課題討議「災害事例のレビュー － プレス機で発生した災害事例」 

15：45～16：40 参加者全員 

 ・プレス機の事例について討議し、最後に討議内について意見交換した。 

５．閉会挨拶・その他 

・次回第 369回月例会は、6月 21日(金)13時 00分～16時 30分リモートで開催予定。 

 

月例会説明資料 ： ホームページ内の会員専用ページにて掲載 

以 上 

第 368回月例会議事録 
安全技術応用研究会 
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